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「
10
月
19
日
の
カ
ナ
ダ
総
選
挙
の
結
果

は
驚
く
べ
き
も
の
だ
。
多
く
の
西
側
諸

国
に
広
が
る
右
向
き
の
流
れ
に
抗
し
、

緊
縮
財
政
を
拒
む
中
道
左
派
政
権
を
カ

ナ
ダ
の
有
権
者
は
受
け
入
れ
た
」。

裕
層
へ
の
増
税
と
中
間
層
へ
の
所
得
税

減
税
。
低
金
利
を
逆
利
用
し
５
・
５
兆

円
規
模
の
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
改
修

事
業
。
一
定
範
囲
内
の
財
政
赤
字
を
３

年
間
許
容
。
シ
リ
ア
難
民
の
受
け
入
れ

拡
大
と
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
に
対
す
る
空
爆
停
止
。

そ
し
て
マ
リ
フ
ァ
ナ
合
法
化
。

「
こ
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
投
資
は
、
低

成
長
下
の
他
の
民
主
主
義
諸
国
に
も
強

力
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
効
果
を

齎も
た
ら
し
得う

る
。
他
の
先
進
国
と
同
様
、

カ
ナ
ダ
で
も
格
差
が
拡
大
す
る
中
、
超

富
裕
層
へ
の
増
税
を
財
源
と
す
る
中
間

層
へ
の
減
税
も
価
値
が
有
る
」。

　

宗
旨
替
え
か
と
見
紛
う
程
の
Ｆ
Ｔ
紙

の
好
意
的
論
調
。
自
治
的
多
文
化
主
義

を
提
唱
し
、
恋
多
き
ダ
ン
デ
ィ
ー
な
生

涯
を
全
う
し
た
元
首
相
ピ
エ
ー
ル
・
ト

ル
ド
ー
氏
の
長
男
だ
か
ら
か
な
。

　

そ
の
１
ヶ
月
前
の
９
月
12
日
、
イ
ギ

リ
ス
労
働
党
は
新
党
首
に
ジ
ェ
レ
ミ

ー
・
コ
ー
ビ
ン
氏
を
選
出
。「
人
々
は

グ
ロ
テ
ス
ク
な
不
平
等
と
不
必
要
な
貧

困
に
ウ
ン
ザ
リ
し
て
い
る
」
と
就
任
演

説
で
語
っ
た
彼
は
66
歳
で
す
。

　

上
下
分
離
方
式
の
民
営
化
が
複
数
の

大
事
故
を
誘
発
し
た
鉄
道
、
並
び
に
電

力
会
社
を
再
国
営
化
。
高
所
得
者
層
へ

の
課
税
強
化
。
熟
練
を
要
す
る
仕
事
と

実
習
生
の
枠
を
拡
大
。
人
が
人
の
世
話

を
し
て
初
め
て
成
り
立
つ
医
療
・
福

祉
・
教
育
分
野
で
の
予
算
削
減
を
中
止
。

そ
し
て
核
兵
器
廃
絶
。

「
お
と
ぎ
話
な
人
気
取
り
」
と
捉
え
た

最
後
の
香
港
総
督
で
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
総
長
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
パ

ッ
テ
ン
氏
は
、「
英
国
人
が
如
何
に
現

実
か
ら
目
を
背
け
て
い
る
か
を
彼
の
勝

利
は
浮
き
彫
り
に
し
た
」
と
皮
肉
り
ま

し
た
。
３
ポ
ン
ド
≒
５
５
８
円
で
ウ
ェ

ッ
ブ
登
録
し
た
若
者
が
挙こ
ぞ

っ
て
、
何
れ

も
40
代
で
オ
ッ
ク
ス
ブ
リ
ッ
ジ
卒
業
の

他
の
３
候
補
で
な
く
、
工
科
学
校
を
中

退
し
た
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
の
人
物
に
投
じ

た
の
が
心
外
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

が
、
コ
ー
ビ
ン
党
首
は
就
任
直
後
、

ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ス
テ

ィ
グ
リ
ッ
ツ
両
氏
を
労
働
党
の
経
済
政

策
諮
問
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
選
任
。

「
賢
明
な
強
硬
左
派
の
ス
タ
ン
ス
で
あ

れ
ば
、
繁
栄
と
平
等
の
両
方
の
促
進
を

主
張
で
き
る
」
と
党
首
選
の
最
中
に
奇

妙
な
〝
エ
ー
ル
〞
を
贈
っ
た
Ｆ
Ｔ
紙
も
、

「
本
当
の
仕
事
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
」

と
中
道
左
派
の
ト
ル
ド
ー
氏
に
捧
げ
た

無
難
な
〝
エ
ー
ル
〞
を
再
び
呟
き
、
様

子
見
を
決
め
込
む
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
の
雫し
ず
く
は
一
向
に

滴し
た
た
り
落
ち
ず
、
経
済
格
差
が
顕
在
化

す
る
先
進
国
。
フ
ラ
ン
ス
国
民
戦
線
党

首
、
欧
州
議
会
議
員
で
43
歳
の
マ
リ
ー

ヌ
・
ル
・
ペ
ン
も
２
０
１
２
年
に
自
著

で
、
経
済
的
新
自
由
主
義
と
は
「
グ
ロ

ー
バ
ル
化
さ
れ
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
し
た

支
配
階
級
の
空
疎
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

過
ぎ
ぬ
」
と
喝
破
し
て
い
ま
す
。

　

古
風
な
極
右
だ
っ
た
父
親
ジ
ャ
ン
＝

マ
リ
ー・ル・ペ
ン
を
同
党
か
ら
放
逐
し
、

人
工
中
絶
や
同
性
愛
を
認
め
る
一
方
で
、

「
金
融
業
界
と
投
機
マ
ネ
ー
を
制
御
し

得
る
強
い
フ
ラ
ン
ス
」
を
復
権
す
べ
く
、

一
部
貯
蓄
銀
行
の
暫
定
的
な
国
有
化
と

高
所
得
者
へ
の
課
税
率
引
き
上
げ
、
通

貨
フ
ラ
ン
の
復
活
を
掲
げ
、
急
速
に
若

者
層
で
支
持
を
広
げ
て
い
ま
す
。

「
富
民
迎
合
」
政
治
・
経
済
か
ら
の
脱

却
を
唱
え
る
ト
ル
ド
ー
、
コ
ー
ビ
ン
、

ル
・
ペ
ン
各
氏
へ
の
支
持
な
ど
「
大
衆

迎
合
」
の
為
せ
る
技
、
と
冷
笑
す
る
の

は
簡
単
。
と
は
言
え
、
旧
来
の
保
革
対

立
を
超
え
る
「
第
三
の
道
」
路
線
で
政

権
に
就
い
た
筈
の
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
も

ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
も
結
局
は
「
第
一

の
道
」
で
し
か
な
く
、
更
に
「
左
寄

り
」
だ
っ
た
筈
の
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
も

同
様
の
「
業
績
」
で
終
わ
ろ
う
と
す
る

中
で
の
、
大
西
洋
両
岸
に
於
け
る
「
左

右
」
を
超
え
た
〝
通
奏
低
音
〞。
そ
れ

は
、
市
場
経
済
の
暴
走
に
危
機
感
を
抱

く
有
権
者
の
深
層
心
理
で
す
。

　

新
首
相
に
就
任
予
定
の
カ
ナ
ダ
自
由

党
党
首
、
43
歳
の
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ト

ル
ド
ー
氏
を
論
評
す
る
「
ザ
・
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
」
社
説
で
す
。

　

主
な
選
挙
公
約
は
以
下
の
通
り
。
富 「通奏低音」

★
次
号
12
月
号
の
発
行
日
は
11
月
27
日（
最
終
金
曜
日
）で
す
。


